
A-Front 
会員会議で平成２6年度事業を報告

A-Reports 
・牛乳と減塩で美味しくて健康な食生活
　～「ミルクマガジン　牛乳セミナー」開催～

・御嶽海関を地元の農畜産物で応援
・接客力部門で長野県ＪＡ-ＳＳ選手が優勝！ 
　～ＪＸ主催「第２回接客力・技術力向上コンテスト」～
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御嶽海関を地元の農産物で応援

（左から）出羽海親方、髙木本部長、
JA木曽 髙橋組合長、御嶽海関



　
全
農
長
野
県
本
部
、
東
海
酪
連
、

長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
、
長
野
県
生

乳
生
産
販
売
協
議
会
青
年
部
会
は
６

月
27
日
㈯
、「
ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン　

牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」
を
長
野
市
の
Ｊ
Ａ

長
野
県
ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
料
理
家
で
管
理
栄
養
士
の
小
山
浩

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
乳
和
食

（
に
ゅ
う
わ
し
ょ
く
）
牛
乳
で
美
味

し
く
減
塩
」
と
題
し
て
、
基
調
講
演

と
料
理
の
実
演
を
し
て
い
た
だ
き
、

１
６
８
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
小
山
氏
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
、

「
食
べ
る
牛
乳
」
の
研
究
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
コ
ク
と
旨
味

と
わ
ず
か
な
塩
分
を
含
む
牛
乳
を
、

和
食
の
だ
し
や
水
の
代
わ
り
に
使
う

と
、
驚
く
ほ
ど
少
な
い
塩
分
で
お
い

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
気
付
い
た
と
い
い
ま
す
。
日
本
高

血
圧
協
会
の
理
事
も
務
め
る
小
山
氏

は
、「
和
食
に
は
調
味
の
基
本
で
あ

る
味
噌
・
醤
油
に
多
く
の
塩
分
が
含

ま
れ
る
た
め
、
日
本
人
の
食
塩
摂
取

量
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

世
界
的
に
見
て
際
立
っ
て
多
く
、
高

血
圧
有
病
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、「
ミ
ル
ク
肉
じ
ゃ
が
」

と
「
ミ
ル
ク
天
ぷ
ら
」
の
作
り
方
の

コ
ツ
を
説
明
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
上

で
調
理
の
実
演
を
し
ま
し
た
。「
ミ

ル
ク
肉
じ
ゃ
が
」
は
、
鍋
に
全
て
の

材
料
と
調
味
料
を
い
れ
て
紙
の
落
し

蓋
を
し
て
強
火
に
か
け
る
こ
と
、「
ミ

ル
ク
天
ぷ
ら
」
は
、薄
力
粉・牛
乳・

水
を
同
量
で
あ
わ
せ
て
衣
を
作
る
こ

と
な
ど
、
い
つ
も
の
作
り
方
と
は
少

し
違
う
コ
ツ
で
牛
乳
の
旨
味
と
コ
ク

を
生
か
し
た
減
塩
料
理
に
な
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
試
食
し
た
参
加

者
は
「
和
食
そ
の
も
の
の
味
が
す
る
。

牛
乳
が
入
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
」「
ま
ろ
や
か
な
味
で
美
味
し
い
」

と
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
長
野
県
産
牛

乳
や
乳
製
品
の
試
食
・
販
売
、
牛
と

人
間
の
体
の
仕
組
み
の
ち
が
い
や
牛

乳
が
搾
ら
れ
て
か
ら
消
費
者
に
届
く

ま
で
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
、

酪
農
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。 

▼
酪
農
課

牛
乳
と
減
塩
で
美
味
し
く
て
健
康
な
食
生
活

〜「
ミ
ル
ク
マ
ガ
ジ
ン　
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
〜

　

全
農
長
野
県
本
部
は
6
月
25
日
㈭
、

J
A
長
野
県
ビ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

で
会
員
会
議
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
事

業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
本
年
度

改
選
と
な
る
県
本
部
運
営
委
員
会
委
員
の

補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
開
催
さ
れ
た
長
野
中
央
会
・

各
連
合
会
通
常
総
会
、
共
済
連
長
野
会
員

会
議
と
合
同
で
、
J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
T
P
P
交
渉
に
関
す
る
国
会
決

議
等
の
実
現
を
求
め
る
特
別
決
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■ 

平
成
26
年
度
全
農
長
野
県
本
部
の
事
業

概
況

　

厳
し
さ
を
増
す
農
家
経
営
環
境
、
頻
発

し
た
自
然
災
害
、
T
P
P
問
題
や
不
十
分

な
議
論
の
ま
ま
農
協
・
農
業
委
員
会
等
の

改
革
に
関
す
る
法
改
正
が
進
む
と
い
う
情

勢
の
も
と
、
県
本
部
で
は
中
期
事
業
計
画

（
平
成
25
〜
27
年
度
）
お
よ
び
「
中
期
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
に
、
農
家
組
合
員

の
営
農
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
と
J
A
経
済

事
業
の
確
立
の
視
点
か
ら
、
①
長
野
県
農

業
の
生
産
基
盤
強
化
と
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立　

②
営
業
力
強
化
に
よ
る
顧
客
確
保

と
生
産
流
通
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
生
産
者

手
取
り
最
大
化　

③
J
A
と
の
一
体
化
に

よ
る
J
A
生
活
事
業
の
競
争
力
強
化
と
経

営
収
支
の
確
立　

を
柱
に
自
己
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
長
野
県

J
A
グ
ル
ー
プ
の
経
済
事
業
一
体
化
体
制

の
構
築
に
向
け
て
は
、協
同
経
営
事
業（
農

業
機
械
・
SS
）
及
び
J
A
北
信
・
中
信
畜

産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
高
度
化
と
機
能

発
揮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
株
式
会
社
長

野
県
A
・
コ
ー
プ
の
設
立
を
協
議
し
、
平

成
26
年
11
月
の
発
足
に
至
り
ま
し
た
。
ま

た
、
県
本
部
独
自
の
J
A
特
別
還
元
1
・

5
億
円
を
は
じ
め
、
J
A
事
業
基
盤
強
化

対
策
へ
の
奨
励
等
、
総
額
11
・
4
億
円
の

還
元
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
と
し
て
、
平
成
26
年
度
の

供
給
販
売
高
は
3
，
1
0
2
億
円
（
計
画

比
1
0
1
％
、
前
年
比
97
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
別
内
訳
は
、
販
売
事
業
1
，

7
3
1
億
円
、
購
買
事
業
1
，
3
6
1
億

円
、
そ
の
他
10
億
円
で
す
。

■
運
営
委
員
補
欠
選
任
結
果

　

新
た
に
1
名
の
方
が
選
任
さ
れ
、
16
名

の
運
営
委
員
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

■ 

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
）
交
渉

に
関
す
る
国
会
決
議
等
の
実
現
を
求
め

る
特
別
決
議

　

J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
、
国
会
決
議

等
の
実
現
と
十
分
且
つ
明
確
な
情
報
開
示

の
実
現
に
向
け
、
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
内
容
の
特
別
決
議
が
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
会
議
で
平
成
26
年
度
事
業
を
報
告

ＴＰＰ交渉に関する国会決議等の実現を求める
特別決議

　ＴＰＰ交渉は、動向が注目されていた米国議会での大統領
貿易促進権限（ＴＰＡ）法案について、上下両院での可決によ
り、法案成立が見込まれるなど、交渉参加12カ国による「大
筋合意」をめざす閣僚会合の開催に向け、最大の山場を迎え
ている。

　こうした中、特に米、牛肉・豚肉などの重要5品目なども含め、
譲歩を検討しているかのような報道がされているが、仮にこ
れらの報道が事実であれば、国会決議は日豪ＥＰＡ交渉の大
筋合意が「ぎりぎりの超えられない一線（レッドライン）であっ
た」とする与党決議を逸脱しており、断じて容認することは
出来ない。

　本県農業においても、農畜産物の関税撤廃がされた場合、米、
果樹、野菜、牛肉・豚肉・生乳等を中心に1,029億円を超える
生産減少が試算されるなど、農家経営に甚大な影響を及ぼす
ことは必至であり、政府・与党が目指す農業・農村の所得増
大や地方創生と逆行していると言わざるを得ない。

　また、ＴＰＰ交渉は農業分野のみならず、食の安全や医療・
保健、ＩＳＤ条項など21分野にわたる広範な交渉が行われて
おり、国民の「いのち」と「くらし」に関わる重要課題をは
らんでいる。

　平成25年4月のＴＰＰに関する国会決議は国民との約束であ
る。拙速な譲歩は許されない。政府は、決議を遵守すべく、毅
然とした交渉姿勢を貫き通すべきである。

　ＪＡ長野県グループは、ＴＰＰ交渉に関する国会決議等の
実現と、農業者等の利害関係者の懸念を払拭するため、十分
かつ明確な情報開示の実現に向け、地域の関連する団体とも
連携し、組織の総力を挙げて全力で取り組む。

以上、決議する。

平成27年6月25日

 ＪＡ長野中央会・各連合会通常総会

■全農長野県本部運営委員会委員名簿 （敬称略）
役職 氏名 所属JA・役職 備考

会 長 大 槻　 憲 雄 松本ハイランド 会 長
副 会 長 芳 坂　 榮 一 信 州 う え だ 代表理事組合長
委 員 由 井　 和 行 長 野 八 ヶ 岳 代表理事組合長
委 員 井 出　　 健 佐 久 浅 間 代表理事組合長 （新任）
委 員 雨 宮　　 勇 信 州 諏 訪 代表理事組合長
委 員 御子柴茂樹 上 伊 那 代表理事組合長
委 員 矢 澤　 輝 海 み な み 信 州 代表理事組合長
委 員 髙 橋　　 德 木 曽 代表理事組合長
委 員 千 國　　 茂 あ づ み 代表理事組合長
委 員 山 田　 高 司 大 北 代表理事組合長
委 員 竹 内　 守 雄 グリーン 長 野 代表理事組合長
委 員 松 﨑　 一 男 ち く ま 代表理事組合長
委 員 牧　　 良 一 須 高 代表理事組合長
委 員 阿 藤　 博 文 中 野 市 代表理事組合長
委 員 豊 田　　 実 な が の 代表理事組合長
委 員 櫻 沢　 和 美 北 信 州みゆき 代表理事組合長

「ミルクマガジン」は、SBCラジオで毎週火曜日16時10分から放送中です。牛乳の話題が満載の番組を是非お聴き下さい。

聴講者で賑わう会場ロビー 「ミルク肉じゃが」の調理実演
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SS
協
同
経
営
課

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
関
東
第

１
支
店
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
接
客
力
・

技
術
力
向
上
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
６
月
18
日

㈭
、
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で

開
催
さ
れ
、
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
の
代
表

と
し
て
出
場
し
た
中
原
始
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
松

本
ハ
イ
ラ
ン
ド 

協
同
経
営 

松
本
臨
空
SS

サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
、
接
客
力
部
門

で
栄
え
あ
る
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
茨
木
・
栃
木
・
群

馬
・
長
野
・
新
潟
の
各
県
か
ら
、
接
客
力

部
門
に
24
名
、
技
術
力
部
門
に
23
名
の
総

勢
47
名
が
出
場
し
、
SS
業
務
に
必
要
な
接

客
力
と
技
術
力
を
競
い
ま
し
た
。

　
持
ち
時
間
８
分
を
使
い
、
お
客
様
の
迎

え
入
れ
か
ら
送
り
出
し
ま
で
の
一
連
の
SS

サ
ー
ビ
ス
が
競
わ
れ
る
『
接
客
力
部
門
』

で
は
、
接
客
の
基
本
で
あ
る
「
お
客
様
に

喜
ば
れ
る
好
感
度
接
客
」
と
「
安
全
点
検

の
実
施
と
結
果
報
告
」
の
技
術
が
審
査
さ

れ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
中
原
さ
ん
は
、
見

る
人
全
て
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
笑
顔
、
お
客

様
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
会
話
展
開
、
き
び
き
び
と
気
持
ち

の
良
い
動
作
な
ど
の
好
感
度
接
客
が
高
得

点
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
原
さ

ん
は
、
お
客
様
立
ち
合
い
の
下
で
審
査
さ

れ
る
「
安
心・信
頼
の
安
全
点
検
」
と
「
お

客
様
へ
の
点
検
結
果
報
告
」
も
高
い
評
価

を
受
け
、
見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

　
「
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
ガ
ラ
ス

系
の
溶
剤
を
お
客
様
の
車
に
手
作
業
で
塗

布
す
る
高
額
洗
車
）
と
い
う
施
工
作
業
の

技
術
力
を
競
う
『
技
術
力
部
門
』
に
は
、

倉
田
順
一
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
上
伊
那 

協
同
経

営 

西
箕
輪
SS
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
、
長

野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
と
し
て
初
め
て
出
場
し

ま
し
た
。
車
に
新
車
以
上
の
素
晴
ら
し
い

艶
が
出
る
キ
ー
パ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

規
定
時
間
内
で
非
常
に
細
か
い
作
業
を
正

確
に
行
う
技
術
が
要
求
さ
れ
る
、
難
度
の

高
い
施
工
作
業
で
す
。
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ

Ｓ
で
は
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
に
取

り
組
み
始
め
た
段
階
で
、
倉
田
さ
ん
個
人

も
学
ん
だ
ば
か
り
の
技
術
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
勇
気
と
高
い
目
的
意
識
を
も
っ
て

長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
と
い
う
目
的
は

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
規
定
時
間
内

に
き
っ
ち
り
と
施
工
作
業
を
仕
上
げ
、
お

客
様
に
お
引
渡
し
す
る
接
客
部
分
で
は
満

点
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
務
に
活
か
し
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

と
お
客
様
満
足
度
の
向
上
に
努
め
、
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

接
客
力
部
門
で
長
野
県
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
選
手
が
優
勝
！ 

〜
Ｊ
Ｘ
主
催「
第
２
回
接
客
力・技
術
力
向
上
コ
ン
テ
ス
ト
」〜

技術力部門に挑戦するＪＡ上伊那 西箕輪ＳＳ　倉田さん

表彰式で優勝旗を持つ中原さん（左から3人目）

接客力部門に挑戦するＪＡ松本ハイランド 松本臨空ＳＳ　中原さん

中
信
事
業
所・総
務
広
報
課

畜
産
課

　
全
農
長
野
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
木
曽
は
、
木

曽
郡
上
松
町
出
身
の
御
嶽
海
関
と
、
所
属

す
る
出
羽
海
部
屋
の
力
士
を
応
援
し
よ
う

と
、
長
野
県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　
７
月
12
日
㈰
か
ら
の
名
古
屋
場
所
を
控

え
た
７
月
３
日
㈮
、
出
羽
海
部
屋
が
宿
舎

に
し
て
い
る
愛
知
県
犬
山
市
の
善
光
寺
を

Ｊ
Ａ
木
曽
の
髙
橋
德
組
合
長
、
全
農
長
野

県
本
部
の
髙
木
幸
一
郎
本
部
長
ら
産
地
関

係
者
６
名
が
訪
ね
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
さ
れ
た
農
畜
産
物
は
、
Ｊ
Ａ

木
曽
管
内
で
前
日
に
収
穫
さ
れ
た
特
産
の

「
御
岳
は
く
さ
い
」
1
5
0
㎏
を
は
じ
め
、

「
御
岳
し
め
じ
」
30
㎏
、「
木
曽
牛
」（
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
）
10
㎏
、「
信
州
ポ
ー

ク
」
40
㎏
な
ど
で
、
Ｊ
Ａ
木
曽
の
髙
橋
組

合
長
か
ら
御
嶽
海
関
へ
、
全
農
長
野
県
本

部
の
髙
木
本
部
長
か
ら
出
羽
海
親
方
へ
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
組
合
長
か
ら
は
「
昨
年
は
（
御
岳

山
の
噴
火
等
）
暗
い
話
題
が
多
か
っ
た
木

曽
地
方
に
あ
っ
て
、
御
嶽
海
関
の
活
躍
は

明
る
い
話
題
。
今
後
も
御
嶽
海
関
の
活
躍

を
地
元
と
し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
」、

髙
木
本
部
長
か
ら
は
「
地
元
信
州
の
農
畜

産
物
を
沢
山
食
べ
て
、
名
古
屋
場
所
を
好

成
績
で
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
出
羽
海
親
方
と
御
嶽
海
関
か
ら
は
、「
木

曽
を
は
じ
め
信
州
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援

の
農
畜
産
物
を
し
っ
か
り
食
べ
、
皆
さ
ん

に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
御
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
農
畜
産
物
は
当
日
の
朝
稽

古
後
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
に
供
さ
れ
、
御
嶽
海

関
は
「
や
っ
ぱ
り
木
曽
の
ハ
ク
サ
イ
は
一

味
違
い
ま
す
。
甘
く
て
旨
い
。
肉
も
力
が

沸
い
て
き
ま
す
」
と
地
元
の
味
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

御
嶽
海
関
を
地
元
の
農
畜
産
物
で
応
援

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
多
年
に
わ
た
り

優
良
な
肉
牛
を
出
荷
し
大
阪
市
中
央
卸
売

市
場
南
港
市
場
の
発
展
と
大
阪
市
民
の
食

生
活
の
安
定
向
上
に
尽
力
し
た
と
し
て
、

大
阪
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
㈬
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
行

わ
れ
た
贈
呈
式
で
、
大
阪
市
食
肉
市
場
㈱

の
杉
本
正
社
長
は
、「
出
荷
頭
数
が
減
少

し
て
お
り
上
場
頭
数
の
確
保
が
難
し
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
牛
肉
を
大

阪
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
が
我
々
の
使
命

で
す
。
信
州
和
牛
に
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
大

阪
市
中
央
卸
売
市
場
の
中
野
雅
彦
南
港
市

場
長
は
「
生
産
状
況
が
厳
し
い
中
、
毎
年

出
荷
を
し
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
南
港
市
場
は
平
成
32
年
を
目
指
し

て
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
ま

す
。引
き
続
き
の
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
全
農
長
野
県
本
部
の
髙
木
幸
一
郎
本
部

長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
髙
木
本

部
長
は
、
長
野
県
産
肉
牛
へ
の
理
解
と
協

力
に
お
礼
を
述
べ
、「
生
産
者
の
高
齢
化

や
素
牛
の
高
騰
に
よ
り
出
荷
頭
数
が
減
少

し
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
産
基

盤
の
維
持
と
安
定
的
な
供
給
に
つ
と
め
、

高
品
質
な
信
州
和
牛
を
出
荷
し
て
い
き
ま

す
。今
後
も
品
質
の
高
い〝
信
州
の
肉
牛
〞

の
お
引
き
立
て
お
願
い
し
ま
す
」
と
応
え

ま
し
た
。

　
長
野
県
産
肉
牛
は
、昭
和
40
年
か
ら〝
信

州
肉
牛
〞
と
し
て
大
阪
市
食
肉
市
場
㈱
へ

の
出
荷
が
始
ま
り
、
現
在
の
取
引
は
年
間

約
９
０
０
頭
。平
成
24
年
12
月
か
ら
は「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
が
上
場
さ
れ
、
流

通
関
係
の
皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
畜
産
課
で
は
、
長
野
県
産
和
牛
が
多
く

取
引
さ
れ
る
関
西
地
域
で
、
今
後
も
「
信

州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
を
中
心
に
販
売
強

化
と
販
路
拡

大
を
は
か
り

ま
す
。

大
阪
市
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

〜
優
良
な
肉
牛
を
出
荷
し
市
場
発
展
と
市
民
食
生
活
の
安
定
向
上
に
尽
力
〜

出羽海親方（右）に木曽牛を手渡す髙木本部長（左）

（左から）
真島副本部長、髙木本部長、杉本社長、中野南港市場長
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J
A
長
野
県
農
産
物
P
R
協
議
会・野
菜
花
き
課

野
菜
花
き
課

　
全
農
長
野
県
本
部
野
菜
花
き
課
は
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
出

荷
最
盛
期
を
迎
え
、
主
要
花
き
卸
売
会
社
と

場
内
仲
卸
で
、
３
Ｊ
Ａ
合
同
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
一
斉
宣
伝
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
の
５
日
間
、
㈱
大

田
花
き
（
東
京
）、㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
（
大

阪
）、㈱
名
港
フ
ラ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ（
名
古
屋
）

で
は
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
・
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
・

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
品
種
展
示
会
を
行

い
、
26
日
㈮
に
は
３
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
代
表
が

㈱
大
田
花
き
で
セ
リ
前
の
挨
拶
に
立
ち
、
色

鮮
や
か
で
日
持
ち
の
良
い
長
野
県
産
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
㈮
・
27
日
㈯
に
各
場
内
の
仲
卸

店
頭
と
園
芸
専
門
店
で
開
催
し
た
産
地
フ
ェ

ア
は
、
売
り
切
れ
る
店
舗
も
あ
る
ほ
ど
混
み

合
い
、
長
野
県
産
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力

を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
伝
会
に
合
わ
せ
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
で
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
ま
し

た
。
長
野
県
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
生
産
量
日

本
一
で
あ
る
こ
と
や
花
言
葉
が
書
か
れ
て
い

る
ポ
ッ
プ
を
読
み
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
写

真
を
撮
る
お
客
様
も
多
く
、
長
野
県
が
花
の

一
大
産
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
が
花
の
一
大
産
地
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に

〜
３
Ｊ
Ａ
合
同
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン一斉
宣
伝
会
を
実
施
〜

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
と
全
農
長
野
県
本

部
野
菜
花
き
課
は
６
月
24
日
㈬
、
長
野
市
に
あ
る
信
学

会
安
茂
里
幼
稚
園
の
保
護
者
40
名
を
対
象
に
、
花
育
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
生
花
店
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
参
加
者
は
、
ス

プ
レ
ー
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
使
っ
て
ク
マ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
た
く
さ
ん
の
花
を
使
っ
て
か
わ
い

い
ア
レ
ン
ジ
が
で
き
た
」「
家
に
帰
っ
て
今
度
は
子
供

た
ち
と
一
緒
に
作
り
た
い
」「
き
れ
い
な
花
に
癒
さ
れ

た
」
と
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
花
に
触
れ
る
良
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
様
子
で
し
た
。
ア
レ
ン
ジ
作
り

に
は
参
加
し
な
か
っ
た
園
児
た
ち
も
、
帰
宅
後
に
家
に

飾
ら
れ
た
ク
マ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
見
て
、
き
っ
と

親
子
で
花
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
長
野
県
に
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
出
荷
量
日
本
一
の
花
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
県
内
産
花
材
を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作

る
こ
と
で
花
と
親
し
む
楽
し
さ
を
感
じ
、
生
活
の
中
に

手
軽
に
花
を
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
花
を
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
作
り
を

〜
幼
稚
園
で『
信
州
産
の
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
教
室
』を
実
施
〜

畜
産
課

東
信
事
業
所
野
辺
山
駐
在
所

　
７
月
４
日
㈯
、
㈱
長
野
県
食
肉
公
社
松
本
支
社
で
「
第

58
回
信
州
肉
牛
松
本
即
売
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
肉
牛
肥
育
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
和

牛
40
頭
・
交
雑
種
30
頭
が
出
品
さ
れ
、
和
牛
で
は
４
等
級

以
上
比
率
が
92
・
５
％
（
37
頭
）、
交
雑
種
で
は
３
等
級

以
上
比
率
が
63
・
３
％
（
19
頭
）
と
品
質
に
優
れ
た
即
売

会
と
な
り
ま
し
た
。
和
牛
は
、
４
等
級
以
上
の
36
頭
が
長

野
県
独
自
の
お
い
し
さ
基
準
を
満
た
し
た
「
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
牛
肉
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
１
席
に
J
A
北
信
州
み
ゆ
き

（
農
）美
雪
フ
ァ
ー
ム
樋
口

〜「
第
58
回
信
州
肉
牛
松
本
即
売
会
」開
催
〜

最優秀賞１席の枝肉

●第５８回信州肉牛即売会　入賞者 （敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者名 種別 性別

最優秀賞１席 北信州みゆき （農）美雪ファーム樋口 和 牛 去 勢
最優秀賞２席 み な み 信 州 小 原 　 　 繁 和 牛 去 勢
優 秀 賞 １ 席 松本ハイランド 清 水 　 達 也 和 牛 雌
優 秀 賞 ２ 席 み な み 信 州 野 神 　 昭 三 和 牛 雌
優 秀 賞 ３ 席 信 州 う え だ 久 保 田 千 丈 交雑種 雌
優良賞（順不同） あ づ み 降 旗 物 産 和 牛 去 勢

〃 塩 尻 市 竹 渕 　 洋 平 和 牛 去 勢
〃 須 高 山 嵜 　 秀 治 和 牛 去 勢
〃 松本ハイランド 桑 原 　 睦 雄 交雑種 去 勢
〃 信 州 諏 訪 行 田 今 朝 仁 交雑種 雌

●即売会の成績
和 牛 去 勢 平均枝重　505.5kg 平均単価　2,376円
和 牛 雌 平均枝重　444.0kg 平均単価　2,349円
交雑種去勢 平均枝重　523.3kg 平均単価　1,565円
交 雑 種 雌 平均枝重　478.1kg 平均単価　1,609円

出席者と川上村のマスコット「レタ助」

南佐久野菜協議会 由井会長

川上村 藤原村長

髙木本部長

　
南
佐
久
地
区
の
５
町
村
長
、
南
佐
久
野
菜
協
議
会
、
全

農
長
野
県
本
部
は
７
月
２
日
㈭
、
東
京
都
大
田
市
場
で
南

佐
久
野
菜
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
、
主
力
品
目
で
あ
る
ハ

ク
サ
イ
と
レ
タ
ス
の
試
食
宣
伝
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
日
は
、
京
浜
地
区
の
主
要
卸
売
会
社
７
社
と
推
進
会

議
を
行
い
、
生
産
情
況
や
市
場
の
販
売
状
況
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
青
果
㈱
と
東
京
荏
原
青
果
㈱
の
競
売
前
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
川
上
村
の
藤
原
忠
彦
村
長
が
「
本
年
も
異
常

気
象
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
安
定
供
給
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
生
産
者
や
市
場
に
と
っ
て
も
良

い
結
果
を
残
せ
ま
す
よ
う
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
南
佐
久
野
菜

協
議
会
の
由
井
和
行
会
長（
J
A
長
野
八
ヶ
岳
組
合
長
）

は
「
皆
様
の
お
か
げ
で
、
昨
年
、
一
昨
年
と
続
け
て
、
生

産
者
の
元
気
が
出
る
販
売
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も

生
産
者
の
元
気
が
出
る
よ
う
な
販
売
の
流
れ
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
南
佐
久
の
夏
野
菜
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
販
売
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
全
農
長
野
県
本
部
の
髙
木
本
部
長
は
「
南
佐
久

野
菜
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と

供
給
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
取
扱
い
い
た
だ
き
、

消
費
を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

大
田
市
場
で
の
販
売
に
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

　
両
市
場
に
は
５
町
村
の
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
、
主
力
の

葉
洋
菜
類
を
展
示
し
、
川
上
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
レ
タ
助
」
も
駆
け
つ
け
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
試
食
は
「
ハ
ク
サ
イ
の
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

炒
め
」と「
レ
タ
ス
と
塩
昆
布
の
ご
ま
油
和
え
」を
提
供
し
、

多
く
の
流
通
関
係
の
皆
様
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
地
域
行
政
・
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
、
南
佐
久
地
区

の
農
業
発
展
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
南
佐
久
野
菜
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
！

〜
東
京
大
田
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
ハ
ク
サ
イ
＆
レ
タ
ス
の
試
食
宣
伝
会
開
催
〜

なにわ花いちばの品種展示会（大阪）

セリ前に挨拶をする代表者（東京）

銀座NAGANOのカーネーション展示

使用した花材（すべて信州産）／スプレーカーネーション（３色）・ベッチーズブルー（ルリタマアザミ）・青リンゴ・キイチゴ（葉）

園芸専門店のカーネーションフェア（名古屋）

●出席者
南佐久地区５町村長
・小海町　　新井寿一町長
・川上村　　藤原忠彦村長
・南牧村　　産業建設課　今井 力課長補佐（代理出席）
・南相木村　菊池毅彦村長
・北相木村　井出高明村長
南佐久野菜協議会（事務局／全農長野）
・会長　　　由井和行ＪＡ長野八ヶ岳組合長
・副会長　　今井安実ＪＡ川上物産組合長
・副会長　　林　利康ＪＡ川上そ菜販売組合長
全農長野県本部　髙木幸一郎本部長
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企
画
課

新採用職員紹介

笑顔で業務に取り組んでいます

【東信事業所野辺山駐在所　北澤宏記】
今年度よりお世話になります。野辺山駐在所北澤宏記と
申します。出身は山ノ内町、学生時代はアルペンスキー
をやっていました。野辺山駐在所では購買種苗と、販売
を担当しています。1日でも早く長野県農業、南佐久地
区野菜販売に貢献できるよう精一杯業務に取り組みます
ので皆さんご指導よろしくお願い致します。

【名古屋販売事務所　寺沢裕一】
はじめまして。名古屋販売事務所できのこ担当の寺沢裕一と申します。
松本市出身です。
名古屋に来てから、まだまだ分からないことばかりで『勉強・勉強・勉強』
の毎日です。少しでも早く業務に慣れ、中京地域、北陸地域の方々に長
野県農作物の良さをアピールし、県外という立場から長野県農業の発展
に貢献できるよう努力いたします。よろしくお願いいたします。

きのこ料理が大好きです

生
産
販
売
部

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野

　
６
月
18
日
㈭
、
Ａ
・
コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
南
長

野
店
で
、
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
が
協
賛
す

る
食
育
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
県
本
部
が
会
員

と
な
っ
て
い
る
（一社）
フ
ァ
イ
ブ
・
ア
・
デ
イ
協
会
か
ら

派
遣
さ
れ
た
栄
養
士
が
講
師
と
な
り
、長
野
市
の「
こ

ろ
ぽ
っ
く
る
保
育
園
」
の
年
長
園
児
38
人
が
、
座
学

と
お
買
い
物
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
み
、
野
菜
や
果
物
の

知
識
や
正
し
い
食
生
活
を
や
さ
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
座
学
で
は
、
講
師
が
食
べ
物
を
赤（
血
液
や
肉
を

つ
く
る
）・
黄（
力
や
体
温
に
な
る
）・
緑（
体
の
調

子
を
整
え
る
）
の
３
色
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
養

を
説
明
す
る
と
、
園
児
は
講
師
に
示
さ
れ
た
食
べ
物

が
体
の
何
に
役
立
つ
か
を
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

お
買
い
物
ゲ
ー
ム
で
は
、学
習
し
た
こ
と
を
素
に「
中

身
と
外
側
が
同
じ
色
の
野
菜
」「
好
き
な
果
物
」「
好

き
な
野
菜
」な
ど
を
１
，０
０
０
円
以
内
で
探
す
ゲ
ー

ム
に
挑
戦
し
、
園
児
は
生
産
者
直
売
コ
ー
ナ
ー
と
青

果
物
売
り
場
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
生
産
販
売
部
は
今
年
度
、
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ

全
店
舗
で
実
施
予
定
の
こ
の
食
育
教
室
に
協
賛
し
、

子
ど
も
た
ち
に
地
産
地
消
や
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
い
き
ま
す
。

　
全
農
長
野
県
本
部
の
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ら
び
に
（一社）
長
野
県
農

村
工
業
研
究
所
の
定
時
株
主
総
会
・
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
の
常
勤
取
締
役
及
び
監
査
役
は
次
の
と
お

り
で
す
。

保
育
園
児
が
お
買
い
物
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て

野
菜
、果
物
、食
生
活
を
学
習
！

〜
５ 

Ａ 
Ｄ
Ａ
Ｙ 
食
育
体
験
教
室
〜

　
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野
の
中

古
車
販
売
事
業
の
拠
点「
オ
ー
ト
パ

ル
な
が
の
南
バ
イ
パ
ス
店
」
が
、
新

装
開
店
し
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
㈬
に
行
わ
れ
た
竣
工
式

に
は
、
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
、
建
設
関
係

者
、
全
農
長
野
県
本
部
の
職
員
、
㈱

ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野
の
社
員
が

見
守
る
中
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
さ
れ
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
南
バ
イ
パ
ス
店
は
、
系
統
自
動
車

事
業
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ゴ
リ
た
ん
」

が
目
印
の
、
店
舗
の
中
も
ス
タ
ッ
フ

も
明
る
い
雰
囲
気
の
お
店
で
す
。

　
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー
ト
長
野
は
、

常
時
約
２
５
０
台
の
在
庫
を
持
ち
、

南
バ
イ
パ
ス
店
は
約
１
０
０
台
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
各
メ
ー
カ
ー
の
届

出
済
未
使
用
車
や
、
農
作
業
の
必
需

品
で
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
品
揃
え
も

豊
富
で
す
。

　
「
来
て
・
見
て
・
触
れ
て
・
く
つ

ろ
い
で
、
良
き
相
棒
と
の
出
会
い
を

応
援
し
ま
す
」

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

設
計
施
工
管
理
／
全
農
長
野
県
本
部 

施
設
住
宅
課

来
て・見
て・触
れ
て・く
つ
ろ
い
で
！

〜「
オ
ー
ト
パ
ル
な
が
の
南
バ
イ
パ
ス
店
」新
装
開
店
〜

お買物ゲームに挑戦する園児 食べ物の栄養を学ぶ園児

「ゴリたん」が目印の南バイパス店左から　千広建設㈱新井精一社長、
㈱ジェイエイオート長野　土屋幹宏社長、
全農長野県本部　真島茂夫副本部長、
ＪＡグリーン長野　竹内守雄組合長

㈱マイパール長野の株主総会

グ
ル
ー
プ
会
社
が

定
時
株
主
総
会・通
常
総
会
を
開
催

組織名 役職 氏名

株式会社
全農長野計算センター

代表取締役社長 春日　俊朗
取締役（管理業務部長） 大矢　正幸

株式会社
ＪＡアグリエール長野

代表取締役社長 宮澤　正俊
専務取締役（肥料事業・物流事業） 石合　雅志
常務取締役（企画管理） 武田　幸一

株式会社
マイパール長野

代表取締役社長 脇坂　光洋
専務取締役 押田　光義

長野県農協直販株式会社

代表取締役社長 滝崎　史朗
専務取締役（コンプライアンス推進室・品質保証室・管理部・生産部統括） 髙田　　学
専務取締役（企画開発部・鶏卵部・宅配部・食品部統括） 八木　栄一
常務取締役（原料加工部・食肉営業部統括） 山本　幸一
取締役（生産部長　原料加工部担当） 塚田　政男
取締役（企画開発部長） 篠原　秀幸
取締役（鶏卵部長　宅配部・食品部担当） 藤澤喜久雄
取締役（管理部長　コンプライアンス推進室担当） 風間　勇一
取締役（品質保証室長） 小平　良一
監査役 大沢　政雄

株式会社
長野エーコープサプライ

代表取締役社長 傳田　修一
専務取締役（コンプライアンス室長兼務） 萩原　　学
常務取締役（物流事業部長兼務） 檀原　　栄
常務取締役（管理部長兼務） 横山　勝治
常務取締役（セレモニー事業・ＪＡ推進事業担当） 石川　光良

株式会社
ジェイエイオート長野

代表取締役社長 土屋　幹宏
専務取締役（統合推進室長・企画開発室長） 滝沢　新吾
常務取締役（社内統括）中信事業部長 栁澤　治男
常務取締役（県域統括）ＪＡ事業部長 兼澤　　隆
取締役（管理部長） 関　　郁雄

株式会社長野県食肉公社
代表取締役社長 吉川　　浩
取締役（業務管理部長） 清野　昭宏

一般社団法人
長野県農村工業研究所 常務理事（所長兼務） 西澤　賢一
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● 応募要領
ホームページから応募用紙をダウンロード・印刷してい
ただき、必要事項を記入のうえご応募ください。

● しめきり
平成27年9月30日㈬必着

● 選考方法
応募作品を書類先行のうえ入賞作品10点を選出し、10名
の方の実演によるコンクールを開催して各賞を決定いた
します。

● 賞品
最優秀賞　１名　２万円相当の賞品
優秀賞　　１名　１万円相当の賞品
優良賞　　８名　５千円相当の賞品

● 宛先・お問い合わせ先
〒380-8614　長野市北石堂町1177-3
JA長野県ビル　長野県牛乳普及協会
「牛乳乳製品利用料理コンクール」係
TEL　026-236-3670

　

御
嶽
海
関
の
活
躍
は
、

災
害
が
続
い
た
地
元
の
皆

様
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

県
全
体
に
と
っ
て
も
本
当

に
明
る
い
話
題
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
御
嶽
海
関
を

取
り
上
げ
た
県
内
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
地
元
へ

里
帰
り
を
し
た
折
に
一
人

で
御
嶽
山
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
る
姿
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
の
噴
火

で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と

も
に
、
相
撲
で
結
果
を
残

す
こ
と
で
故
郷
に
恩
返
し

が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
た
合
掌
と
の
こ
と

で
、
大
変
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
こ
だ
わ
っ
て
い

る
の
は
、
「
前
に
出
る
、

力
強
い
突
き
押
し
相
撲
」
。

大
き
な
志
を
抱
い
て
、
土

俵
で
戦
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

 

（
Ｙ
）

詳細は、

をご覧ください。
全農長野チケットGET！キャンペーン

8月のテレビ・ラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

4日㈫ 12:20 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 プラム
4日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 乳和食のレシピ紹介
7日㈮ 10:20 FM長野 good morning radio! 内「発見!ながのの元気!」 輪ギク
11日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 スイカ

11日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 6/13、14「大人の文化祭」
牛乳PRブースの様子

14日㈮ 10:20 FM長野 good morning radio! 内「発見!ながのの元気!」 ハクサイ
18日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 プルーン
18日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 乳和食のレシピ紹介
21日㈮ 10:20 FM長野 good morning radio! 内「発見!ながのの元気!」 ハクサイ
22日㈯ 24:09 abn長野朝日放送 アサヒビールPresents　美味しい信州見つけに行こう！ ズッキーニ
25日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 モモ
25日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ
28日㈮ 10:20 FM長野 good morning radio! 内「発見!ながのの元気!」 ハクサイ
29日㈯ 24:09 abn長野朝日放送 アサヒビールPresents　美味しい信州見つけに行こう！ ピーマン

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 3,864 156 109 
果 実 649 121 114 
野 菜 花 き 12,443 122 123 
野菜種苗センター 75 90 88 
き の こ 3,743 111 110 
営 業 1,932 103 109 
生 産 販 売 部 計 22,705 123 117 
包 装 資 材 1,644 89 126 
生 産 資 材 3,909 108 120 
農 業 機 械 1,933 103 119 
施 設 住 宅 924 139 142 
生 産 購 買 部 計 8,410 105 123 
畜 産 3,276 114 108 
三 岳 牧 場 56 94 94 
SPF繁殖センター 62 88 92 
酪 農 4,437 101 105 
八 ヶ 岳 牧 場 71 97 102 
畜 産 酪 農 部 計 7,902 106 106 
燃料・ホームエネルギー 5,816 100 84 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 2,661 106 93 
生 活 3,462 102 101 
生 活 部 計 11,939 102 91 
長 野 県 本 部 計 50,956 111 93 
参考（A・コープを除く） 50,956 111 108 

平成27年度6月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)

(内部販売高含む)

　長野県牛乳普及協会（事務局／全農長野県本
部酪農課）では、牛乳・バター・生クリームな
どの乳製品を使ったオリジナル料理を募集中で
す。
　高校生以上の一般消費者の方であれば、おひ
とり何点でも応募していただけます。
　日頃、食卓に上っている牛乳・乳製品を使っ
たオリジナル料理はありませんか？
　いつもの料理を工夫してオリジナルレシピを
創作してみませんか？
　皆様のご応募をお待ちしています。

　全農長野県本部生産販売部は、「信州農産物でチケット
ＧＥＴ！」キャンペーン第４弾を行います。
　信州農産物を食べて！信州三ツ山マークを集めて！奮って
ご応募ください。

牛乳お料理コンクール作品募集

信州農産物で
松本山雅FCホームゲーム
チケットを当てよう！

8月の動き▶
生 産
販 売 部

●農産物でチケットGET！キャンペーン 第4弾
8月3日㈪～8月31日㈪　2015シーズン最終企画
9/20vsガンバ大阪戦チケットや農産物が当たる
キャンペーン　今回のスペシャルプレゼントは選
手サイン付きベンチコート

生 産
販 売 部

●信州野菜で親子料理教室
8月17日㈪　ベターホームのお料理教室 渋谷教室
長野県産レタスやハクサイ等を使って、子どもた
ちに楽しくて美味しい体験を提供します。この模
様は、東京ＭＸ（関東ローカルテレビ局）で、８
月下旬に放送されます（放送日未定）。

J A長 野 県
農 産 物
P R協 議 会

●農から楽しむ食の世界（野菜編）
8月31日㈪　信学会佐久幼稚園

野 菜
花 き 課

●「信州とれたてキャンペーン」
　レタス・ハクサイ編
7月1日㈬～8月9日㈰

農 業
機 械 課

●JA農機＆資材フェスタ
7月31日㈮～8月1日㈯　長野市・エムウェーブ

畜 産 課 ●8月期長野県中央家畜市場
8月6日㈭　長野県中央家畜市場

酪 農 課
（長野県牛乳普及協会）
●「牛乳お料理コンクール」作品募集
7月17日㈮～9月30日㈬必着

● 賞品
①9月20日（日）14：00キックオフ　松本山雅FC VS ガンバ大阪
　ホーム自由席ペア観戦チケット…5組10名様
②選手サイン入りベンチコート…１名様
 （希望選手1名のサインを入れてお届けします）
③JA松本ハイランド産ぶどう…10名様
④JAあづみ産長野米…10名様
⑤信州きのこセット…10名様

● 応募方法
果実・野菜・きのこ・米などの農畜産物パッケージについている「信
州三ツ山マーク」または「長野三ツ山マーク」を３枚集めて専用応募
はがき又は郵便はがきでご応募ください。

● 宛先・お問合せ先
〒380-8614　長野市北石堂町1177-3 ＪＡ全農長野　果実課
「信州農産物でチケットＧＥＴ！キャンペーン」係
TEL.026-236-2222

前回の最優秀賞「里
芋のミルク共和え」

やっぱ信州の牛乳でしょ詳細は、 をご覧ください。

910
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com


